
昭和６２年に始まった第１回公募写真展は開館１０
周年記念の一つとして企画された事業です。表のとお
り、以後４回実施され、多くの公募作品によって支え
られてきました。

回数（実施年度） 応募点数

１回（昭和６２年） １８４点
２回（昭和６３年） １４７点
３回（平成２年） １６３点
４回（平成５年） ３０７点
５回（平成９年） ２７９点

博物館では入賞された作品を、積極的に活用してき
ました。たとえば、今夏の特別展「農家の四季」でも
展示し、図録に掲載させていただきました。１０年、
２０年と年を経るごとにその作品の重みを感じます。
今後とも継続していきますので宜しくお願い申しあげ
ます。

あなたと博物館あなたと博物館
HIRATSUKA CITY MUSEUM ’９７　10月号
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●展示されるもの　　　　　　　優秀賞・入賞作品の展示、全応募者の写真カード　　　　　　　　　　　　　
●古写真の展示コーナー　　　「古写真を寄贈して下さい」
●過去の入選作品コーナー　　「野鳥の世界」と「相模川いろいろ」

第５回平塚市博物館公募写真展
期　間：１０月１日（水）から１０月３０日（木）まで　
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博物館実習生が制作した寄贈品コーナー
「飛ぶー翼と羽ー」

９月１０日から１８日の１週間、博物館実習生１３
名を受け入れました。例年のスケジュールのとおり、
初日はガイダンス、２日３日は分野別の整理、４日目
は普及事業の参加（漂着物を拾う会）そして最後の３
日間は寄贈品コーナーの展示制作を行いました。今年
の展示担当は浜口学芸員。資料は鳥の剥製・骨格標本、
鳥の羽や羽を使った
製品です。これらの
資料を使って、展示
の意図、展示の構成
や資料の見せ方の実
習です。大変悪戦苦
闘しながらの展示で
すが、是非ごらん頂
きたいと思います。

■実習生参加記■
◆博物館というものは、人々にとっていろいろな発見
のできるばであり、その人達によって支えられている
のだという事を実感しました。来年には２階の展示が
変わるようですが、これからも来る人皆が楽しくて、
いろいろな物などに対する「見る目」が少し変わるよ
うな博物館であって欲しいと思っています。（Ｙ・Ｋ）

◆博物館に実習にきて行事に参加したことで自分の好
きなことを長いあいた続けてきてる。まるで博士のよ
うな市民の方がいることを知りました。今まで私がみ
ていた展示というものは博物館のほんの一面でしかな
く、みんなが参加し活動する場として、いつも「うご
いている」ところなのだと強く感じました。（Ｓ・Ｎ）

◆展示制作ではアミダく
じに負けて文字・文章の
担当者になってしまい
（しかも、自分が後から
入れた線で、自分になっ
てしまい）悲しいですが
大変でした。一つのテー
マーを紹介するには、こ
んなにたいへんだとは。

改めて実感し、他の展示を考えながら作られているん
だと思い直し、見方を変えようと思いました。（Ａ・Ｎ）

◆「大学生」および「実習生」という『理性』で抑え
て学生達は博物館にやってくるわけだが、そんな中で
も一人ぐらいは「たが」が外れて群の中で浮いてしま
うヤツがいる。そう。私です。（Ｈ・Ｉ）



平塚市のインターネットホームページをご覧になっ
たことがありますか？
この中に博物館から情報提供している「ひらつか図
鑑」のコーナーがあります。
昨年10月より、「野山の自然」「水辺の自然」「ひらつ
かの星空」の3つの内容で掲載してきましたが、今月か
ら新たに「平塚の戦跡」「平塚の遺跡」「農家の四季」
などの掲載が始まり、市内に残る戦争の爪跡、私たち
の町の古代の姿を物語る遺跡、人々の営みなどを紹介
して行きます。「野山－」「水辺－」もライブラリとし

て整理され、四季折々の自然紹介がいつでも見られる
ようになります。
担当する平塚市情報政策課の内田さんは、「もっと情
報を蓄積して、知りたい時にいつでも見られる『ひら
つか図鑑』をネット上に作り上げたいですね。」と話し
ています。私たちも、ここをミニ展示室のようにして
情報提供ができたらと思います。

では、下記のＵＲＬでお会いしましょう。
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平平塚塚のの自自然然とと文文化化

インターネットで見られます

http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/




